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①農家のあとつぎの地域外流出 

↓ 「家を継ぐ若い者は、みんな出て行った」 

②農家人口の高齢化 

↓ 「ムラで一番若い者は、54 歳だ」 

③農業労働力の総高齢化の進展 

↓ 「農地を借りている人も年寄ばかり」 

④流動的農地貸借現象の発現 

↓ 「農地を借りる人が、コロコロ代わる」 

⑤流動的賃貸借の農地潰廃への転化 

↓ 「どうしても、借りる人がいない田は草 

ぼうぼうになっている」 

⑥農地荒廃の進展による鳥獣被害の増大 

  「農地が荒れると猪や猿のムラになる」 

資料：実態調査（西日本・特に中国山地）より 

 

第１位 ７０代 … 147 人 

第２位 ５０代 … 134 人 

第３位 ８０代 … 111 人 

第４位 ６０代 … 103 人 

第５位 ２０代 …  68 人 

■ 人口  ７８９人 

■ 世帯数 ２９１世帯 

50 年前は、1,984 人 384 世帯 

30 年前は、1,192 人 311 世帯 いた人口が 

今や、 

■ 高齢化率  ４１．３％ 

■ 平均年齢  ５４．５歳 

さらに、 

○世帯が案外減ってないじゃないか？ 

 世帯がそのままでも人口が減っています。それは、世帯人員が減って独居化が進ん

でいるということを示しています。（世帯の空洞化） 

○20 代も結構いるじゃん！ 

 いえいえ、住民票をおいているだけで、佐礼谷に住んでいない方がいるため、実人

数は少ないと思われます。 

（65 歳以上の割合） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ、人が減っていくのか？どうしたら、地域が良くなるのか？ 

あなたは考えたことがありますか？ 

「それは行政の仕事だ」「誰かが何とかしてくれるだろう」と思っていませんか？ 

一人ひとりが『佐礼谷を何とかせなイケン！！』と立ち上がらなければ、佐礼谷の

未来は閉ざされたままです。 

「地域一番の知恵者として」 

 

地域の中で誰より経験を積まれ、知恵を蓄え

てきたのは、お年寄りの方々です。その経験

や知恵を活かして、まだまだ地域を導いてく

ださい。 

また、自分たちが今まで守ってきた先祖代々

の土地やお墓を守る手段を考えましょう。 

 

「地域に新しい風を」 

 

会合に参加して、型にはまらない提案をどん

どんしてください。 

メールやインターネットなど新世代のメデ

ィアを駆使するなど、新しい風をおこしまし

ょう。 

「子どもならではの発想」 

 

子どもは大人には思いもつかないような素

晴らしい発想を持っています。 

学校や地域で、子どもたちの才能が発揮でき

る場所をつくりましょう。 

地域に関わることで、ふるさとを思う心が養

われることでしょう。 

 

みんなが主役！ 

■現在、公民館や振興会の役員さんを中心に、みんなが意見を出し合える場をつくるための話し合い

をしています。会の内容や様子を、本紙「されだにルポ」で随時お知らせしたいと思います。 

 ご意見などございましたら、貴地区の広報委員さんにご提案ください。 
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・
雨
が
降
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ら
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…
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・
人
集
め
が
大
変
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な
ど
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中
止
に
す
る
の
は
、
た
や
す
い
こ
と
で

す
。
で
も
、
そ
れ
で
は
地
域
の
み
な
さ
ん

が
集
ま
る
場
は
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
中

止
に
す
る
こ
と
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

誰
も
が
喜
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
内
容

を
見
直
し
て
み
た
り
、
役
員
さ
ん
の
負
担

が
軽
く
な
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。 文

句
や
批
判
を
い
う
の
は
、
誰
に
で
も

で
き
る
こ
と
で
す
。
意
見
を
い
う
の
で
あ

れ
ば
、「
こ
れ
は
ダ
メ
だ
」
と
い
う
文
句
で

は
な
く
、「
こ
う
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。
」
と
い
う
提
案
を
必
ず
し
ま
し
ょ

う
。 文

句
を
い
う
だ
け
で
は
、
誰
も
耳
を
傾

け
ま
せ
ん
。
首
を
傾
け
る
ば
か
り
で
す
よ
。 


